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こうちゃ ま 

「あなた はお 芝居が 好きだから、 河内 山の 狂 言 を 御存 

知でしょう。 三千 歳の 花魁が 入 谷の 寮へ 出 養生 をして 

なお ざむ らい げだい 

いると、 そこへ 直 侍が 忍んで 来る。 あの 清 元の 外題 

しのび あう はるの ゆきどけ 

はなん と 云いました つけね。 そう、 忍 逢 春 雪 解。 わ 

たくし は あの 狂言 を 看る たんびに、 い つも 思い出す こ 

とが あるんで すよ」 と、 半 七 老人 はつ づけて 話した。 

「勿論お 話の 筋道 はまる で 違います がね。 舞台 は 同じ 

ぃリゃ たんぼ 

入 谷 田圃で、 春の 雪の ちらちら 降る 夕方に、 松 助の 丈 

賀 のよう な 按摩が 頭巾 を かぶって 出て 来る、 その 場面 



の 趣が あの 狂言に そっくり なんです よ。 まあ、 聴いて 

ください。 わたくしの 方 は 素 話で、 浜 町の 太夫さん の 

粋な 喉 を 聴かせる なんてい うわけ に は 行かな いんです 

から、 お 話に 艷 はありません がね」 

慶応 元年の 正月の 末であった。 神 田から 下 谷の 竜 泉 

寺 前まで 用達に 行った 半 七 は、 七ッ半 (午後 五 時) 頃 

に 先方の 家 を 出る と、 帰り路 はもう 薄暗くな つていた。 

春と いっても 此の頃の 日 はま だ 短い のに、 きょうは 朝 

から 空の 色が 鼠に 染まって、 今にも 白い物が こぼれ 落 

ちそうな 暗い 寒い 影に 掩 われて いるので、 取り分けて 

夕暮が 早く 迫って 来たよう に 思われた。 先方で も 傘 を 



から 陰った 日が 二日 ほど つづ いた。 三日 目に 半 七 はふ 

たたび 竜 泉 寺 前 へ 行かなければ ならな い 用事が 出来た。 

「きょう， ，1 そ は あぶね え」 

かれは 雨傘 を 用意して ゆく と、 大きい 雪が 果たして 

落ちて 来た。 帰り はや は リ七ッ 過ぎに なって、 入 谷の 

田圃 はもう 真っ白に 埋められ ていた。 重い 傘 を かたげ 

て、 このあいだの 寮の 前まで 来る と、 日和下駄の 前 鼻 

緒が あいにく 切れた。 半 七 は 舌打ち をしながら 塀ぎ わ 

に 身 を 寄せて、 間に あわせに つくろって いると、 雪 を 

踏む 下駄の 音が きこえて、 門の 中から この間の 女が 飛 

石 伝いに 出て 来た。 



なに かこう、 おかしな ものが 傍に でも 坐って いるよう 

な 工合で …… 。 まったく 変で ございま すよ」 

「 一 体 あの 寮に は 誰が 来て いるんだ ね」 

たが そで 

「誰 袖さん という 花魁で ございます。 二十 一 二の 勤め 

盛りで、 凄い ような i< い 女 だそう でございますが、 去 

年の 霜月 頃から 用事 をつ けて、 あの 寮へ 出 養生に 来て 

いるんで ございま すよ」 

「暮 から 春へ かけて 店 を 引いて いるよう じゃあ、 よつ 

ぼ ど 悪 いんだろ うね」 

それ 程で もない らしい と 徳寿は 云った。 勿論、 盲人 

の 彼に は 詳しい 様子 も わからな いが、 いわゆる ぶら ぶ 



おとこ 

ろ 詮議した がどう も わからない。 たぶん 情夫で も 出来 

て、 艇 落ちで もしたん だろうと いう ことにな つてし 

たまち 

まったんで すが、 田 町の 重 兵衛は それに 何 か 目星 をつ 

けた 事で も あるの か、 子分に 云い 付けて その 娘の ゆく 

え を 捜させて いるそう です」 

「そうか」 と、 半 七 は 考えた。 「そんな ことがあ るの か- 

おら あちつ とも 知らなかった。 土地の こと だけに 重 兵 

衛は 眼が 早え な。 その 辻占 売りの 娘と いうの は 容貌が 

いいんだ な。 年 は 十六 七 …… 。 むむ、 間違げ えの あり 

そうな 年頃 だ。 名 はなん というんだ」 

「おきん というんだ そうです。 親分 も 何 かお 考えが あ 



寺 を 出る と、 庄太 はさ さやいた。 

「なるほど、 寅 松と いう 野郎 は 変です ね」 

「むむ。 どうしても 野郎 を 引き 挙げな けり や あいけ ね 

え。 博奕 を 打つ というから 友達 も あるだろう。 おめえ- 

なんとか 工夫して そい つの 居 どこ を 突き 留めて くれ」 

「ええ、 なんとか なりましょう」 

「頼んだ ぜ」 

二人 は 約束して 別れた。 その あくる 日、 半 七の 女房 

が 馬 道の 庄 太の 家へ 見舞に ゆく と、 子供の 麻疹が 思い 

の ほかに 重くな つて、 庄太 夫婦 も 手放す ことが 出来な 

いらし かった。 その 話 を 聴いて、 寅 松の 一件 も 当分 は 



埒が あくまい と 半 七 は 思って いると、 果たして 庄太は 

その後 ちっとも 姿 をみ せなかった。 二月に はいって か 

ひより 

ら暖ぃ 日和が つづいた ので、 もう 春が 来た も のと 欺 さ 

れ ている と、 それから 四、 五日た つて 夕方から 急に 寒 

くな つて 来た。 夜中から 降り出し たと 見えて、 朝起き 

てみ ると 真っ白に なつ ていた。 

「春の 雪 だ。 大した こと は あるめえ」 

こう 云って いるう ちに 雪 はやんで、 四ッ (午前 十 時) 

頃に は、 屋根から 融けて 落ちる 音が 忙が しそうに きこ 

えた。 この 二、 三日 はさし かかった 用 もない ので、 半 

七 は 午 飯 をす ませる とすぐ に 家 を 出た。 庄 太の たより 



を 何時までも ぼんやり 待って いられな いと 思った ので、 

彼 は 雪解け 路を たどって 金 杉へ 出かけた。 徳 寿の 家 を 

たずねて、 彼 を そっと 呼び出す と、 徳寿 はすぐ に 出て 

来た。 

「路の わるい のに 気の毒 だが、 このあいだの ところ ま 

で 来て くれね え か。 おれが 手 を 引いて やる から」 

「なに、 大丈夫で ございます」 

L こしま 

屋敷と 寺の 間 をぬ けて、 二人 は 雪の 残って いる 田圃 

路に 立った。 

「早速 だが、 その後に 辰 伊勢の 寮へ 行った かえ」 と、 

半 七 は 訊いた。 



でしよう か、 まだ ふところに 金の ある 間に 自分の 菩提 

寺へ 久し振りで たずねて 行って、 妹の 回向 料の 積り で 

何とな しに 五 両の金 を 納めて 行つ たんです。 それから 

そうか 

草 加の 在の 方へ 行って、 ひと 月ば かり 隠れて いたんで 

すが、 江戸 者が 麦飯 を 食つ ちゃ あいられ ません から、 

又 こっそりと 江戸へ 帰って来て、 お 時から 幾らかず つ 

の 小遣い 〔# 「小遣い」 は 底本で は 「小 遺い 匕 を 強請って、 

そこら をう ろ 付いている うちに、 田 町の 重 兵 衛に眼 を 

つけられて、 お 時と 情交の ある こと も 知れて しまった 

ん です。 重 兵衛は 自分の 緦 張り 内です から 辰 伊勢に 引 

き 合い を 付ける の も 気の毒 だと 思って、 早くお 暇 を 出 
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